
七

月

十

九

日

(

日

)

午

前

八

時

か

ら

町

内

あ

げ

て

の

公

園

美

化

運

動

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

総

勢

百

名

を

優

に

超

え

る

参

加

者

が

二

班

に

分

か

れ

て

、

箕

土

路

公

園

、

十

七

坪

公

園

の

草

刈

り

、

清

掃

を

実

施

し

ま

し

た

。

台

風

一

過

後

の

猛

暑

に

も

め

げ

ず

草

刈

機

や

鍬

を

持

つ

腕

や

額

に

は

大

粒

の

汗

が

流

れ

ま

す

。

大

勢

の

方

々

の

ご

協

力

で

き

れ

い

な

公

園

に

な

り

ま

し

た

。

夏

休

み

の

子

供

た

ち

の

遊

び

場

と

し

て

、

青

年

団

主

催

の

盆

踊

り

の

会

場

と

し

て

の

公

園

の

出

番

を

迎

え

ま

す

。

参

加

の

皆

様

方

に

感

謝

。

七

月

二

十

六

日(

日)

町

会

役

員

・

協

議

員

・

評

議

員

研

修

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

総

勢

二

十

一

名

が

午

前

八

時

に

箕

土

路

町

を

バ

ス

で

出

発

し

、

立

命

館

大

学

国

際

平

和

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

を

目

指

し

て

一

路

京

都

へ

。

こ

の

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

は

「

和

解

と

共

生

の

平

和

創

造

を

め

ざ

す

博

物

館

」

と

し

て

平

成

４

年

に

設

立

さ

れ

ま

し

た

。

社

会

教

育

施

設

で

あ

る

と

と

も

に

平

和

学

研

究

・

平

和

教

育

を

推

進

す

る

セ

ン

タ

ー

と

し

て

「

平

和

と

民

主

主

義

」

を

中

心

テ

ー

マ

と

す

る

世

界

唯

一

の

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

で

あ

る

と

立

命

館

大

学

で

は

位

置

づ

け

て

い

ま

す

。

今

年

は

戦

後

七

十

年

に

あ

た

り

、

安

全

保

障

法

案

に

つ

い

て

マ

ス

コ

ミ

等

で

騒

が

し

い

時

期

で

も

あ

り

ま

す

。

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ガ

イ

ド

の

方

か

ら

約

一

時

間

写

真

や

展

示

物

の

説

明

を

受

け

、

戦

争

と

平

和

に

つ

い

て

思

い

を

致

す

機

会

と

な

り

ま

し

た

。

午

後

は

嵯

峨

野

ト

ロ

ッ

コ

列

車

に

揺

ら

れ

、

猛

暑

の

中

で

ひ

と

と

き

の

観

光

気

分

を

味

わ

い

ま

し

た

。

八

月

十

二

日

(

水

)

十

三

日

(

木

)

盆

踊

り

大

会

(

青

年

団

主

催

)

が

箕

土

路

公

園

に

て

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

二

日

間

と

も

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

は

午

後

七

時

か

ら

の

カ

ラ

オ

ケ

大

会

、

午

後

八

時

か

ら

は

「

政

若

会

」

の

音

頭

で

の

盆

踊

り

大

会

。

各

団

体

の

テ

ン

ト

が

会

場

周

囲

を

取

り

囲

み

、

出

店

、

炊

き

出

し

、

接

待

や

ら

と

大

賑

わ

い

で

す

。

慈

雨

と

も

い

え

る

小

雨

が

両

日

降

っ

た

も

の

の

踊

り

は

途

切

れ

る

こ

と

な

く

続

き

ま

し

た

。

最

終

の

泉

州

伊

勢

音

頭

に

な

る

と

踊

り

の

輪

は

三

重

，

四

重

と

大

き

く

な

り

、

老

若

男

女

そ

れ

ぞ

れ

に

夏

の

風

物

詩

盆

踊

り

を

楽

し

ん

で

い

た

よ

う

で

す

。

主

催

の

青

年

団

を

は

じ

め

各

団

体

の

方

々

、

参

加

い

た

だ

い

た

皆

様

方

に

改

め

て

お

礼

を

申

し

あ

げ

ま

す

。
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町

会

費

有

効

活

用

：

各

団

体

へ

の

補

助

金

に

つ

い

て

町

内

会

会

計

の

三

宅

正

剛

で

す

。

会

計

を

担

当

し

て

五

ヶ

月

、

各

組

の

評

議

員

さ

ん

が

集

金

す

る

町

会

費

を

適

正

に

予

算

執

行

し

て

お

り

ま

す

が

、

そ

の

大

ま

か

な

使

途

を

今

年

度

予

算

に

基

づ

き

説

明

い

た

し

ま

す

。

町

会

費

は

通

期

で

七

百

三

十

万

円

を

受

入

、

他

に

寄

付

金

、

岸

和

田

市

か

ら

の

助

成

金

等

六

十

万

円

の

収

入

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

収

入

総

額

に

対

し

て

町

内

会

と

老

人

会

か

ら

子

供

会

ま

で

各

団

体

の

の

活

動

費

に

三

百

五

十

万

円

、

祭

礼

関

係

に

二

百

四

十

万

円

、

防

犯

街

灯

電

気

代

・

設

備

維

持

費

・

各

募

金

・

予

備

費

等

管

理

費

に

二

百

万

円

を

そ

れ

ぞ

れ

予

算

化

し

て

、

元

気

・

安

心

・

安

全

な

箕

土

路

町

を

目

指

し

活

動

し

て

い

ま

す

。

き

れ

い

な

公

園

に

役

員

・

協

議

員

・

評

議

員

研

修

盆

踊

り

大

会

編

集

後

記

九

月

に

入

っ

た

と

は

い

え

、

ま

だ

ま

だ

残

暑

厳

し

い

日

々

が

続

き

ま

す

。

お

身

体

に

は

十

分

ご

留

意

く

だ

さ

い

。役

員

一

同

暑い・アツい・あつい盛夏の出来事!

各団体・参加された皆様大変お世話になりました。


